
 

北海道職員に係る障がい者活躍推進計画【概要】 

１ 策定の趣旨 

○ 道庁で働く障がいのある職員が、障がいの特性や個性に応じて、長期間にわたり意欲と能力を発揮

できるよう、支援体制や勤務環境の整備など、総合的かつ計画的に障がいのある職員の活躍推進に取

り組んでいくため、障害者雇用促進法第７条の３に規定する「障害者活躍推進計画」として、「北海道

職員に係る障がい者活躍推進計画」を定めるものです。 
 

２ 計画期間・数値目標 

 (1) 計画期間 

   令和７年度～令和 11 年度（５年間） 

 (2) 数値目標 

区分 目標 

採用に関する目標 
各年６月１日時点における障がいのある職員の雇用率を法定雇用率以上 

とする。 

定着に関する目標 
障がいのある職員の採用後１年の定着率を 100％とする。 

（本人の都合による離職や体調悪化等による離職者を除く） 

 

３ 主な取組 

 

計画の推進体制 
○ 計画の公表 

  毎年度、取組の実施状況や目標達成状況を道ホームページで公表 

障がいのある職員 

の支援体制 

○ 相談窓口 

 各部（局）等に相談窓口を設置し、「障害者職業生活相談員」を配置 

○ 職場におけるサポート 

「配慮事項等確認シート」に係る取組の実施の希望を確認 

○ 外部の関係機関との連携 

 外部機関と連携した相談体制の構築 

職務環境の整備 

○ 勤務に当たっての合理的配慮 

  職務に必要な物品の支援 

 手話通訳・電話リレーサービスなど意思疎通の支援 

障がいのある職員 

の人材育成等 

○ キャリア形成や人材育成等 

 キャリア申告や「配慮事項等確認シート」を活用したキャリア形成支援 

職員の募集及び 

採用 

○ 職員の採用に当たっての基本的な考え方 

 外部機関と連携した受験者確保 

働きやすい職場 

づくり 

○ 職員との意見交換 

 障がいのある職員と意見交換等を行い、働きやすい職場づくりを推進 


